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研究教育部会ニュース

平成 30 年度研究教育事業部全国リーダー研修会報告

平成 30 年度研究事業部全国リーダー研修会

は午前と午後の 2 部構成で実施された。

【午前の部】

１．講演

「主体的な学びのためのラーニング・ポートフ

ォリオ」

帝京大学学修・研究支援センター長

　教授　土持ゲーリー法一先生

「主体的な学び」とは、能動的学修（学習）

と同義語で、それを具現化した学習活動がアク

ティブラーニングである。しかしながら、アク

ティブラーニングは測定困難で評価が難しい。

これまで「知識」の多寡が学習者の能力を判

断する基準に使われてきたが、能力には「知識」

のほかに、「技能」「態度」の領域があり、これ

がアクティブラーニングを促すと考えられるよ

うになった。「知識」「技能」「態度」の領域を

測定できるのがラーニング・ポートフォリオで

ある。

ラーニング・ポートフォリオは、「リフレク

ション（省察：振り返り）」「ドキュメンテーシ

ョン（証拠資料）」および「コラボレーション

／メンターリング（グループ学習、ロールプレ

イ）」の要素から構成され、最も重要なものが「リ

フレクション」である。学習者（学生）が、学

習プロセスを振り返り、何を学ぶことができた

のか、何を学ぶことができなかったのか、どの

ように学んだのか・・・など自問自答をさせる

ことが重要である。

ラーニング・ポートフォリオをどのように授

業に取り入れるか、授業デザインとも密接にか

かわるもので、シラバスを作成する前に周到に

準備する必要がある。効果的に導入するために

は、「学習者中心の授業デザイン」を考えなけ

ればならない。

教員が行うルーブリックという評価基準やそ

のルーブリックの欠点を補う ICE ルーブリッ

ク評価方法による学びと評価の可視化につい

て、事例を交えて教示された。詳細は、主体的

学び研究所（http://www.activellj.jp/）に紹介

されている。

２．事例紹介

「養成校における「教育」に関する取り組み」

(1)「栄養士養成における食物アレルギー教

育の導入の試み」愛知文教女子短期大学　

生活文化学科　准教授　有尾正子先生

(2)「学生の実践能力を高める臨床栄養臨地

実習システム構築のとりくみ」神奈川県立

保健福祉大学　保健福祉学部栄養学科　

准教授　五味郁子先生

(3)「21世紀に活躍する管理栄養士の養成の

ために」長野県立大学　健康発達学部　

学部長　笠原賀子先生

【午後の部】

３．研究教育事業部平成30年度事業報告およ

　び2019年度事業計画について

日本栄養士会研究教育事業部の活動（ビジョ

ン）として栄養士制度、教育・研究、社会貢献

事業、情報発信、ネットワーク構築を柱に進め

ていく。また、会員増に対する取り組みについ

て、意見交換が行なわれ、入学当初からの栄養

士会の活動を紹介する、生涯教育費の 1 年間

無料などの特典などの意見があがった。　　

次に、日本栄養士会研究教育事業部の動向に

ついて次の 3 つの報告があった。(1) 管理栄養

士・栄養士就業実態調査について、(2) 日本栄

養士会研究・教育センター（仮称）の設立につ

いて、(3) 第 8 回アジア栄養士会議（ACD2022）

が 2022 年 8 月 19 日〜 21 日パシフィコ横浜で

開催予定。栄養士大会を同時開催。

４．地区ブロックグループディスカッション・

　発表・討議

グループディスカッションでは、「研究教育

事業部で何をすべきか」をテーマに、マンダラ

（3 × 3 のマトリックスを使った発想法）を使

ってディスカッションを行った。近畿地区ブロ

ックでは、エビデンスのある情報発信、研修会

（会員対象、教員対象、府県民対象）の開催な

どの意見が挙がった。その他、府県の活動実態

について意見交換を行い、有意義な討議ができ

た。

（文責　研教　坂井　孝）

開催日：平成31年2月24日（日）

会　場：東京都・東京聖栄大学


